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ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造床試験体の耐火試験 

その１ 実験計画 
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1．はじめに 

ポリマーセメントモルタル(以下，PCM)で断面補修した

RC 部材が耐火性能を発揮するには，PCM が爆裂しない，

剥落しない必要がある。鉄筋コンクリート床を対象に，

適切な剥落防止工法を把握することを目的として，爆裂

しないことが確認された PCM1)で床下面を補修して耐火実

験を実施した。本稿では実験計画について報告する。 

2．実験計画 

2.1 試験体 

試験体一覧を表 1，試験体形状寸法を図 1 に示す。試験

体数は 6 体で，No.1 試験体は健全な RC 床を想定した基

準断面で，かぶり厚さは標準的な設計の 30mm とした。 

No.2 試験体は，経年劣化による局所的な PCM 補修を想

定したもので、床下面に複数の補修を行った。パラメー

タは補修範囲（□10×10cm、□30×30cm、□50×50cm）、

補修深さ（10mm、40mm、70mm）、PCM 剥落防止用のア

ンカーピンの有無である（図 2 参照）。 

No.3～No.6 試験体は、基準断面に対し、鉄筋が全体に

下がったことで，かぶり不足が生じた床を想定した。

PCM 厚さは，床の法定かぶり厚 20mm を確保すべく，コ

ンクリートかぶり厚さ（以下，CON かぶり厚さ）と PCM

厚さの和が 20mm になるように設定した。 

CON かぶり厚さは No.3，No.5 試験体が 10mm， No.4，

No.6 試験体が零，剥落防止材は No.3，No.4 試験体にメッ

シュ，No.5，No.6 試験体にワイヤーを用いた。 

コンクリート調合，圧縮強度と含水率を表 2，表 3 に示

す。鉄筋は SD345 のねじ節鉄筋で，降伏点 355N/mm2，引

張強さ 514N/mm2，伸び 25.2%である。PCM は市販の既調

合タイプで，ポリマーは酢酸ビニル共重合樹脂（EVA），

セメントに対するポリマーの重量比は 2%である。 

表 1 試験体一覧 

 

 

図 1 試験体形状寸法 

表 2 コンクリート調合 

 

表 3 コンクリート圧縮強度と含水率 

 
2.2 剥落防止工法 

No.3~No.6 試験体の PCM の施工は，比較的広範囲の補

修となるため，吹付け工法を採用した（写真 1 参照）。

No.3、No.4 試験体は剥落防止材としてファインメッシュ

（SUS304，線径 1.2mm-ピッチ 25mm）を伏せ、コンクリ

ートに@400mm で打込んだねじ式アンカー（SUS410，

L=75mm）にステンレス線で固定した。この際、ステンレ

ス線とアンカーを強固に固定するためにアンカー頭部に

φ20mm のステンレスワッシャー（SUS410）を入れた。

試験体 CONかぶり厚さ PCM補修範囲 PCM厚さ 剥落防止材

No.1 30mm なし なし なし
No.2 － 局所 10,40,70mm アンカーの有無

No.3 10mm 下面全面 10mm ファインメッシュ

No.4 0mm 下面全面 20mm ファインメッシュ

No.5 10mm 下面全面 10mm ワイヤー

No.6 0mm 下面全面 20mm ワイヤー
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空気量

W C S1 S2 G1 G2 Ad (%)

60.4 167 277 632 271 652 289 2.77 4.5

セメント C：普通ポルトランドセメント(密度3.16g/cm
3
)

細骨材 S1：富津市湊産砂70%，呉川郡仁淀町産砂30%(表乾密度2.61g/cm
3
)

細骨材 S2：秩父産砕砂(2.63g/cm
3
)

粗骨材 G1：大月産砕石(表乾密度2.62g/cm
3
)，G2：秩父産砕石(2.7g/cm

3
)

混和剤 Ad：AE減水剤標準形I種

W/C

(%)
単位量(kg/m

3
)

10 20 40 70

No.1 33.9 3.1 0.25 3.2 － － － －

No.2 36.5 2.95 0.2 3.6 5.3 － 6.4 6.4

No.3 33.9 3.1 0.25 3.2 6.0 － － －

No.4 33.9 3.1 0.25 3.2 － 6.2 － －

No.5 38.7 3.14 0.22 3.3 5.3 － － －

No.6 38.7 3.14 0.22 3.3 － 5.5 － －

試験体
圧縮強度

N/mm2

ヤング率

×104

N/mm2
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